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くりと歩みながら、支部の良さを育てていけたらと
思っています。
現在、多くの支部が若手会員の参加減少や高齢化、
そして将来の存続への不安といった共通の課題を抱
えています。しかしその一方で、初めて参加される
方や、転勤などを経て久しぶりに戻ってこられる方
もいらっしゃいます。年齢も 20 代から 60 代まで幅
広く、人生の節目や変化の中で「大学時代の自分」
をふと思い出す瞬間があるのだと感じます。
もし、そんな瞬間が訪れたら、ぜひ葵友会のイベ
ントや総会に足を運んでみてください。新しい出会
いがあるかもしれませんし、懐かしい再会が待って
いるかもしれません。
葵友会は、全国各地にたくさんの支部があります。
この巻頭言を読んでくださっている今が、参加の
きっかけになるかもしれません。今年でも、来年で
も、もっと先でも大丈夫です。「行ってみようかな」
と思ったその時に、どうぞ気軽にお越しください。
川崎支部はもちろん、どの支部でもきっとあたた
かく迎えてくださると思います。

2024 年 11 月 23 日より、川崎支部の支部長を務
めております。
今回、「東京経済」の巻頭言執筆という貴重な機
会をいただき、支部長としての自分の役割を改めて
見つめ直す時間になりました。
支部長就任は、私にとって思いがけない出来事で
した。コロナ禍を経て、娘の受験が落ち着き、久し
ぶりに参加した支部会議でお声がけをいただきまし
た。最終的にお引き受けしたのは私自身ですが、驚
きとともに、身の引き締まる思いがあったことを覚
えています。
就任から一年半が経ち、私が大切にしたいと思っ
ているのは、「思い立ったとき、そこにある支部で
あること」です。支部長になり川崎支部だけでなく、
他支部の総会にも足を運ぶ中で、参加されている皆
さんが楽しそうに交流されている姿を多く目にして
きました。
私は、そんな空間を継続させ、守っていきたいと
思います。ただ、私自身は、革新的なアイデアを次々
と生み出すタイプではなく、保守的なところがあり
ます。だからこそ、支部のメンバーのみなさんとゆっ




